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Mini-WANとは
三河港湾事務所で従来から発行している季節広報誌「ｍ－ｗａｎ（エムワン）」では扱うことが難しかった新鮮な話題を中心に情報提供を行い、地

元の皆さんとのつながりを大切にする広報誌です。

☆お知らせ☆

○火災報知器の設置が義務化されました
昨年６月に消防法が改正され、すべての住宅で火災報知器の設置が義務付け

られました。既存の住宅については、各市町村の条例で設置義務化の期日が決

められており、当事務所の西口宿舎（豊橋市）と中島宿舎（半田市）でも火災

報知器の取付け工事を行いました。火災報知器設置の義務付けをご存知ない方

も多いと聞いたことがあります。この記事を読まれた方は

ぜひ、ご自身のお住まいに火災報知器が設置されているか

を確認してみてはいかがでしょうか？

設置場所・設置機材等の詳しい内容は、お近くの消防署

等で丁寧に教えてくれます。

火事が多い季節ですので、ぜひこの機会に点検を！！

新年あけましておめでとうございます。本年もどうぞよろしく

お願いいたします。

先日、表浜海岸（渥美半島の太平洋側）の砂浜で、堆砂垣設置

を初めて体験してきました。これは、海岸の侵食が問題となって

いる表浜で、木の杭と竹を使って簡易な垣根をつくり、砂の局所

的な堆積を目的としたものでした。国土のほとんどが低い平地で

あるオランダでは、もっと大規模なやり方で行われていると聞い

たこともあります。

当日は、朝９時集合、最低気温２℃、かなりの風（海ではサーファーが波を楽しんでいました）、

作業は電動機械を一切使わず人力のみ、となかなか厳しい環境でしたが、昼過ぎには完成。ひと仕事

した後のキムチ鍋は、格別の味でした。

地元をより良くしていこうとする方々の活動に敬意を表するとともに、今後もこのようなイベント

に是非参加したいと思いました。また、堆砂垣が今後どうなるのか確認に来ようとも思いました。や

はり、自分でつくったものは気になりますし、大事にし

たいと感じます。みなとまちづくりも、まずは関心を

持ってもらい、さらに実際に参加していただくことが大

切、と感じました。

それでは、本年も輝かしい１年となりますようお祈り

申し上げます。

↓三河港湾事務所ホームページはこちら↓
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平成２０年三河港潮位表をホームページにアップしました

潮位表には三河港における満潮と干潮の時刻と潮位、

毎正時ごとの潮位が掲載されています。

台風による高潮や津波などの異常な気象の影響は考慮

していないため、時には相当の偏差を現わすことがあり

ますが、釣りや潮干狩り等の参考にしていただければと

思います。是非ご活用下さい。

★ホームページで、Mini-WANバックナンバーをご覧いただけます。★

設置完了！これで安心。

設置工事の状況

現在、シーブルー事業で造成された人工干潟は、

三河湾の海域環境改善に効果をもたらしていること

が認知され、全国的にも先進的な事例として注目を

集めています。

なぜなら、三河湾での人工干潟造成前は、効果を

長期間連続で十分に検証されたデータが無かったか

らです。

当事務所では、人工干潟を造成した御津、西浦、

田原の３地区において、造成直後から５年間に渡り、

水質、底質、生物の継続的な調査を続けてきました。

その結果、３地区の人工干潟では、周辺海域に比べ青潮の原因ともなる海水が貧酸素状態

になることも少なくなり、季節変化による影響が小さくなることを確認しました。また、良

好な生物生息環境の維持効果が現れ、アサリやバカガイなどの二

枚貝類やエビ・カニ類も造成１年後くらいから確認されました。

人工干潟でもゴカイなど微少生物を大型生物が補食する食物連鎖

が行われ、多様な生物の生息・生育が可能な豊かな環境を提供

できることを確認できました。

～海と環境④～ シーブルー事業による環境改善効果

造成された西浦地区の干潟



○へきなんマラソン大会
１２月１６日、第４２回へきなんマラソン大会が開催されました。碧南市は

「元気ッス！」を掲げ、成人の週一回以上のスポーツ実施率５０％を目指すス

ポーツ振興が盛んなところです。今大会は、今年は惜しくも１２位と入賞を逃

した愛知県市町村対抗駅伝競争大会（愛知県）の選手選考も兼

ねており、参加者は真剣そのもの。

そんな中、異彩を放つ不思議な茶色の集団がジョギング部門

（１．５ｋｍ）の最後尾に出没。真剣な大会の中、観衆の笑い

誘う彼らはパフォーマンス賞を受賞していました。彼らは何者

だったのでしょう。

１２月２３日、豊橋市内で茶色の集団が再び目撃されました。

どうやら子供達のもとにクリスマスプレゼントを配っていたよ

うです。

マラソン大会への参加はトレーニングだっ

たのでしょうか。

さて、彼らは来年も姿を現すのでしょうか？

☆最近のトピックス☆

○ウォームビス実施中 ～働きやすく 暖かく 格好よく～

地球温暖化防止及び省エネルギーのための取組みとして、今年も１１月１日から３月３１日

までの期間、ウォームビズを実施します。暖房は１９度を目処にしておりますので、当事務所

にお越しの際には暖かい服装でお越しください。

今年度のＣＯ２排出量削減の目標は、平成１３

年度比８％削減としております。

夏期に実施したクールビズでは、冷房を２９度

に設定し、また蒸し暑い梅雨や真夏日でも風があ

る日には冷房使用を控えました。

これからの時期、当事務所は海に面しており風

も強いため底冷えする日々が続きますが、厚手の

服装や、体を暖かくするため事務所内の移動は小

走りをする等し、ウォームビズに心掛けてまいり

ます。地域の皆様も地球温暖化防止及び省エネル

ギーにご協力をお願いいたします！

○三河港湾事務所防災訓練実施（ロールプレイング方式）
１２月２１日、ロールプレーイング方式による防災訓練を実施しました。

この訓練は内容を事前に周知することなく、災害時を想定した様々な課題

を訓練参加者に突発的に与え、問題解決にあたらせるという実践的な訓練

であり、職員の災害対応能力のスキルアップを目的として実施したもので

す。

今回は初めての試みとして、中部地方整備局に登録された防災エキス

パート（港湾空港に詳しく、災害時に被災情報収集など支援していただく

ボランティアの方）も訓練に参加し、職員と協力して課題の解決にあたっていただきました。

参加者のほとんどがロールプレーイング方式による防災訓練の経験がなく、訓練開始当初はとまど

う場面もみられましたが、訓練が進行するとともに要領を得てきて、終盤には的確に課題をこなせる

様になりました。

今回の訓練では、防災体制の移行がスムーズに行なわれなかったり、被災状況の報告漏れがあった

りと若干の反省点はありましたが、参加者のほとんどがロールプレーイング方式の防災訓練が初体験

であったことを考えるとまずまずの結果が得られたと思います。

○蒲郡駅にヨットが出現！
ＪＲ蒲郡駅南駅前広場にヨットが出現しました。「海のまち蒲郡」を象

徴するシンボルとして竹島ふ頭から移設された

ものです。

このヨットは、９２年のアメリカズカップに

出場するために造られたニッポンチャレンジ艇

で、全長２３ｍ、マスト先端までの高さは３８

ｍにもなります。

現在は、最終調整のためシートに覆われてい

ますが、３月にはその勇姿を表します。また、広場全体を入江に見立て、

ボードウォーク（木道）やベンチ、映し出される影が船の形となるシェル

ター（屋根）など海をイメージしたものも併せて造られます。

蒲郡に訪れた際には、もう一隻のヨットが置いてある竹島ふ頭とも併せ

て、ぜひお立ち寄り下さい。

○ 知多半島地域活性化セミナー開催
昨年度、「知多半島・先っぽ再発見ツアー」を実施した美浜町、

南知多町では地域の人々が中心となり地元資源を活かした地域活

性化に向けた検討を進めています。

１１月２８日、第１回セミナーが美浜町体育館にて開催されまし

た。セミナーでは地域活性化プランナーの第一人者である藤崎慎一

氏を招き「まちづくりと地域活性」と題した講演の中で、全国各地

での地域活性化の成功事例、失敗事例を紹介していただきました。

講演後、ワークショップ会議という形で美浜町河和地区、南知多町

豊浜地区、日間賀島地区の三地区に別れ、それぞれの地区の特色の

再確認と整理を行い、地域の魅力としてとりまとめました。

１２月１８日、美浜町図書館会議室にて開催された第２回セミ

ナーでは、第１回セミナー以降各地区で検討を続けてきた地域の魅

力について議論をするとともに、地域ブランド作成の達人である武

田斉紀氏より「ブランド化、らしさについて」という講演の中で、

特産品を活かした地域のブランドづくりを進める事例について紹介

していただきました。講演後に美浜、南知多地域の特産品を抽出し、

ブランド化に向け必要な手段についてワークショップ会議で議論され、特産品のブランド化に向けた手

順を検討しました。

次回は、１月２２日、美浜町図書館会議室において「話題づくり」と題して、「じゃらんガイドブッ

ク」元編集長の今村まゆみ氏より、情報発信手法について御講演頂く予定です。その後、２月中旬を目

処に、これまで検討を続けてきた地域活性化方策を、地域全体で取り組むアクションプログラム（行動

計画）としてとりまとめる予定です。当事務所としても、引き続き、知多半島地域の振興を積極的に支

援して参ります。

訓練の様子

ヨット出現

船の形のシェルター

第１回セミナー（美浜町体育館にて）

第２回セミナー（美浜町図書館にて）

ご協力

お願いします！


